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The paper diSCrtlSSCるa new type of conflict whicII antt ft・Om the newly edtablished
anbiёnt regulaioni the polluters meet the tOtal lcads oF COD standards t9 be ttt up
by the national gOvernHlent.
Assu■ling that threc Oities which cuFretatly dischargeャaste wat∝n olneir llealby
lake.contemolate develooilag la lol■t seWage treatnent racility rather han doing it
independently_
The natinal goverlllneⅢャho霊IIIajor concern is With how to best motivate those
polluttts to collaborate―in levelling klp the perfOrhance of COD treatment,,oins‐in the
gane as an arbitratoF WhiCh has a Haandal ca,d! The,lay∝s(cities)COmpete in
gatting mOre aHocatiOn of the subsidy by the national=oveFament at le箋唸r cOsts of
pr91ect inveStment,
A man―machitt interact?e appFOaCh hTllich maktt fllH ttsel of micrOc.Omputσ
diviteS is deve10ped to aid the olayers in practicilag the ga。illg, The,aper ends with
the assesment of the potential and applicability of the methodology developed.
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2場 面 設 定
①  Fig.1のように直径10kmの湖を共有する3都
市A, B,Cを想定する。






総量規制値を び態 に設定 した。
① 国は3都市が共同
助金を与える。一方,清  都市B   都市 C
たさなかった場合にはそ
の程度に応 じて当該都市  Fig。l Establlshment
に負荷金 (負の負荷金)     °f Situation.
を謀するものとする。
① 各都市間のコンフリク トを調整する場 として次の

















Fig.2   Concept of model.
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コンピュータのカラーデ ィスプレイ装置を用いて視覚化








































SAB●  ≦  σABC  ・・・ ・ ・ (4)
もしこの段階で計算されたSA髄が (4)













Xど ≦  Cど
sど ≦ ズど
1にVEL i
ガぉ + 刀B≦ sAら
だB + ガc ≦ sBc



















Fig。3   Flow chart of gaming method,
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TM=3. 3 oO'025(魏Ⅲs耐 .。 11)
RF














1, 2, 3, 4参照)
4-1 負荷量配分手法の基本的特性に関する分析
ここでは各プレーヤに割 り振 られる負荷量およびそ
の結果に基づ く補助金額が割 り振 り手法によってどの
ように異なっているかについて分析する。具体的には
プレーヤA,B, Cが処理場施設のタイプとして 1,
1, 2(以降パターン (1, 1, 2)と表記する)を
選択 したとき,パターン (1, 2, 2)およびパター
ン (1, 2, 3)のそれぞれ 場合について割り振り
負荷量と補助金の配分額を各手法別に比較 した。その
結果Table. 5～7(タイプ1)およびTable
. 8～10(タイプH)を得た。また,パターン (1, 1,
2)を基準にしてパターン (1, 2, 2),パターン
































(2)このタイプの場合には,ゲー ムが 2回以上繰 り返
されたのは10ケー ス中 5ケースあり, そのうちの 1ケー
スを除いて 1回目のより2ロロ以降の方が水質が改善さ






















































ーン (1, 1, 2)と(1, 2, 3)の2つのうちのい
ずれかのパターンに限 られることが明 らかになった。と
ころが既述 したようにタイプ Iの場合は, このどちらの
パターンのときでもプレーヤBあるいはCのいずれかが














本ゲーミングに参加 した人々に対 して聞取 りの調査を
したところ,マイクロョンピュータを用いた視覚化情報




































1    今後は本ゲーミングで明 らかになったい くつかの知見イ   をさらに理論的に裏づけるための研究を実施 してい く所
在である。
△:目の経嘱強を清たとない




医 鋼 描 誕 を1を彗ど 二 灯
縦
△:目の観朗恒を清たさない
ケース r激 | 2 3 4 5 6
1
A
1 O 1 11020
17.78 △ IS 58
1 I 21X2iO
24 65 △ 16.97
C
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Table V  Allocated load quantity and      Table VI  Continued.(Pattern(1,2,2))
subsldy Of each methods.
(Type I) (Pattern(1,1,2))
109


















































|1       110           Reports of the Faculty of Engineering,「Fo tori University, Vol. 15
岡田憲夫・錦織 敦 :環境負荷量配分問題に関するゲーミング分析
Table VH  continued.(Pattern(1)2,3))      Table vIH A1located load quantity and
itti:dYI'f(岳::te‖岳i4:千:と))
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:事, の々ln分   △■△L  :実質の費,刊贄‖■,}












(1  2. 3)
-1 201 0 00
0 581  -0 58
0. 23キ  ー0 23! -0 58
2081 11 86 2 311  11 63
-0 501 0 o0
-7 32113 94
-0 01169 20
0 141  -0 141 -o 50
13 041  1 91
112 岡日憲夫・錦織 敦 :環境負荷量配分問題に関するゲーミング分析
参 考 文 献
1) 1-,P.You―ng,IN.Oka―da】 nd l,la～himd,。icosi niloca_
tiO正 II五 
“
oter tos。■す es Develo,mlon t一A case studv
of snede.■,‖a teir ,osourte` Res19aFdl,Vol,11l Nっ・81
」und(1982)
2〉 中村洋二 :賞角割り振りに関する基礎的研究 :鳥取
大学卒業論文,1981
3)公共下本遭統討 (HH和44年度版)1社口法人 日本
下永道協会i1970
4)'79 日本の下永道 :国土開発調査会,1990
5)鈴木光拐・中社健二郎:社会システム ゲーム論的
アプローチj1976
6)水経済年報 1981年1版:財団法八 水利科学研究所,
1981
